
そ Yoshinyo 

とう＋ 

 

 

   

川越ワイズメンズクラブ会報 

Ｎｏ．29-02               8月号     発行 2026 年 8 月 15 日                      Chartered 1998 

会 川越クラブ会長：   利根川 太郎  主題「ワイズメンの原点に立ち返ろう。」 
～楽しく交流・川越ＹＭＣＡの支援・国際交流の充実～ 

副会長   松川 厚子     国際会長: ヨハン・ヴィルヘルム・エルトヴィク（ノルウェー） 

会 計    吉田 公代          主題 “Waking the Sleeping Ginat with Blue Music” 

 『ブルーミュージックで眠れる巨人を目覚めさせる』 

スローガン “YMI-Empowering Life” 『YMI-人生を力づける』 

書 記   吉野 勝三郎    アジア太平洋地域会長: ラチャン・マニカーン（タイ）  

                                      主題 “Awakening the Asia Pacific Area with Blue Music” 

 『アジア太平洋地域をブルーミュージックで目覚めさせる』 

スローガン “Empowering Communities, Inspiring Generations” 

『地域社会を力づけ、世代を鼓舞する』 

東日本区理事：山下 真 （十勝クラブ） 

                                主題 『挑戦なくして進化なし』 

スローガン 『響け 挑戦のブルーミュージック』 

8月の聖句 

 

地の続くかぎり、種蒔きと刈り入れ 

寒さと暑さ、夏と冬 

昼と夜、これらがやむことはない。 

 

（旧約聖書 創世記 8 章 22節） 

 

While the earth remains,  

Seedtime and harvest, 

Cold and heat, 

Winter and summer, 

And day and night, 

Shall not cease. 

 (Genesis 8:22) 

 

(7月 25日例会出席率） 
 出席者 9名 クラブメンバー出席率 90％  

  

川越クラブ 7月例会議事報告 

会長 利根川太郎 

日時:2026 年 ７月 2５ 日(土) 14:00～16:00 

会場: ウエスタ川越 会議室 2  

 関東地方は例年より 1日早く 7月 20日頃梅雨明け

を迎え、暑い毎日が続いています。暦の上では 8月 7日

に立秋を迎え、実際の気候と暦が益々乖離してきた実感

があります。 

8月 6日～7日に仙台の七夕祭りを見学して参りまし

た。仙台のワイズメンズクラブがメンバーになっている市民

グループ「『平和を祈る七夕』市民の集い」が全国から送ら

れた折り鶴で作った吹き流しを拝見して参りました。たい

へんな労作で見事なものでした。 

 さて、川越クラブは 7月 25日（土）にウエスタ川越 会議

室 2にて、2026-2027年度のキックオフ例会を持ちまし

た。例会に先立ち、川越ＹＭＣＡのユースが中心となった

ボランティアグループ「ＥＭＢＩＲＯＩ」の清掃活動前の準備

を見学しました。「ＥＭＢＩＲＯＩ」は、「ＹＭＣＡクローバーク

ラブ川越ボランティア部」と地域ボランティア「この指止ま

れ」が協働して立ち上げた交流事業です。詳しい活動に

ついては、先月号に報告が有りました。 

 

 以下、事務例会の報告をします。 

 

1．2026-2027 クラブ会計の予算・決算については了解さ

れ、2026-27年度も会費は 4万円とします。 

 

年会費納入は下記口座へお願いいたします。 

ゆうちょ銀行同士 

ゆうちょ銀行 記号 10300 番号 61281371 カワゴエワ

イズメンズクラブ  

 

ゆうちょ以外の金融機関から 

ゆうちょ銀行 店名 038 ゼロサンハチ 店番 038 普通

預金 口座番号 6128137 カワゴエワイズメンズクラブ 

 

2．バザー品の売上については、ＹＭＣＡから寄付者にワ

イズメンズクラブの活動にも使われる旨を説明し、売上に

ついてはＹＭＣＡとクラブで折半とすることとしました。 

THE SERVICE CLUB TO THE YMCA     AFFILIATED WITH THE INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y’S MEN’S CLUB 
 

 

 

 

The Y’s Men’s Club of Kawagoe 

〒350-0046 川越市菅原町 7-16 

tel：049-226-2491 fax：049-226-2304 
c/o Kawagoe YMCA, 7-16 Sugawara-cho, Kawagoe, Saitama 350-0046 Japan 



3．2026-2027年度ファンドについては、「チャリティ川越イ

モ」は継続の可能性は無くなりました。このことにより、ファ

ンド収入が激減するため、Ｙの森コーヒーは本会計からフ

ァンド会計に移すこととしました。したがって、ファンドの収

入予定は、いも菓子とコーヒーの販売利益です。販売機

会は主に東日本区大会、ＹＭＣＡフェスティバル、アース 

ディ、ブルーマルシェです。皆様ご購入よろしくお願いし

す。 

川越ＹＭＣＡ支援は、ファンド収入がかなり減じますの

で、クローバークラブ支援 50,000円（ユースリーダーフォ

ーラム参加者支援などを含む）、バス旅行 35,000円、卒

業祝い・成人祝い 3,000円／人とします。チャリティラン支

援は、いも菓子（けんぴ、煎餅）計 10袋、コーヒー3袋とし

ます。 

4．2026-2027年度の活動案は引き続き 8月例会で検討

します。 

・卓話 福島あしあとキリスト教会牧師 大島博幸氏 3 クラ

ブ合同例会を、2027年 2月 27日（土）、5月 22日（土）

のどちらかで開催できるように日程調整しています。 

次回例会日程は、 

・日時 2026年 8月 22日(土)14：00～16：00 

・場所 川越ＹＭＣＡ 行事計画を検討します。  

 

国際の舞台から 

「ブルーミュージック」と「キャンプファイア」 

利根川恵子 

 2026-2027 年のヨハン・ヴィルヘルム・エルトヴィク国際

会長の主題は、「ブルーミュージックで眠れる巨人を目覚

めさせる」ことであると、先月号でご紹介いたしました。「ブ

ルーミュージック」とは音楽とは関係なく、目的意識を持 

って生き、善行を実践し、仲間意識を強め、地域社会や

世界中でより大きなポジティブな変化をもたらす力となるよ

う、私たちを鼓舞する生き方そのものを象徴しています。

決して難しく考える必要は無く、今までどおり、「より良い世

界を作るために、地域社会で奉仕活動に励む」ことで、ブ

ルーミュージックを奏でることにつながります。 

 そして主題の後半である、「眠れる巨人を目覚めさせる」

は、ポテンシャルのあるワイズメンズクラブ国際協会が、ま

だまだ「眠っている」部分があるので、覚醒してより大きな

インパクトを与える奉仕団体になろうというビジョンです。 

 さらにエルトヴィク国際会長は、キックオフ例会を「キャン

プファイア」を囲んで開催することを推奨しました。実際に

たき火を炊く必要はありませんが、コンセプトとして、クラブ

メンバーが一体となって新年度を始められるようにというこ

とです。タイのチェンマイ・クラブは、薪をキャンプファイア

に積んで、それを囲み、キックオフ例会を行いました。 

      

 
キャンプファイアを囲んでのキックオフ例会 

（チェンマイ・クラブ） 

 また、この主題を実行に移し、ブルーミュージックで眠れ

る巨人を覚醒させる務めは、「ブルーミュージック・アンバ

サダー」が担います。東日本区では、山下眞理事がアン

バサダーに就任しました。さらに理事がアンバサダーを任

命する権限がありますので、今後、理事がどのようにこの

事業を運営するか注きます。アンバサダーの任務は、クラ

ブを訪問し、ブルーミュージックの意義を広めることになっ

ています。いずれ、アンバサダーの活動をこのコラムでご

紹介したいと思います。 

 川越クラブもたき火を囲んでの例会は無理ですが、せめ

てわれわれの活動の中心となる「キャンプファイア」を心の

中で灯して、新年度の活動に臨みたいものです。 

視してい 

 

リレー随想 

 
「川越クラブのメンバーになりました」 

五十嵐 政二・かほる 

 

埼玉県民になって約３年、高齢になった私達を案じて

息子、娘達が計らってくれて此処、ふじみ野市、長女宅の

直ぐ近くに転居して参りました。 

六甲山と瀬戸内海に挟まれ西は神戸、東は大阪と、風

光明媚ながら狭い地域に永年暮らしておりましたので今ど

っちを向いて歩けば良いのか、広さに感動しながら迷い

子になりそうです。駅は近く、マーケットは近く、医療機関

も近く、介護保険のお陰も十分に被って定期的にお医者

さまが訪問してくださり、お薬も届きます。これに応えて元

気で居なければ、、、と思いながらよろよろと歩いていま

す。  

高齢になって環境が変わるのはきびしいと痛切に感じ

ますが、そこに Y’s があり、永年の知己に再会したかの様

な喜びと安心感を与えられています。例会に参加するの

が精一杯て何のお役にもたちませんが川越クラブのメン

バーとして数の中にいれて頂けますよう、よろしくお願い

申しあげます。 

「インド、ハイデラバード・クラブ メンバーに会いまし

た」 

吉野 勝三郎 

 7月 25日（土）・26日（日）旧知の Vija Kumar さん、Pani

さん、Uppender さんらと現地でお会いしました。今年 2月

に初めて実行した、「インド体験・交流プログラム」で大変

良く面倒をみてくださった方々で、石巻での東日本区大

会では、川越クラブは「YIA特別賞」を受賞出来たことを報

告し、カラーコピーで持参した表彰状を囲んで記念写真

を撮ることができました。（添付写真） 

 2027年 2月にも第二回目として、日本のユースを受け

入れたいとの嬉しい言葉をいただきました。この企画は、

東日本区の主催ですが、我がクラブの山本剛史郎メン

が、区の国際・交流事業委員会委員長という要職に就い

ておられるので、山本メンには、早速現地から打ち合わせ



の内容をメールで報告し、帰国後、8月５日には面談で、

詳細を報告しました。 

 この企画は、相互の交流をめざしていますので、2027年

後半には、ハイデラバード側からインドのユースを日本に

派遣する準備も開始するそうです。計画が具体的になっ

たら、逐一お知らせしますので、無理のない範囲で皆さん

の積極的ご支援をお願いします。 

 

向かって、私の左側に、Vijay Kumar さん、 

Uppender さん、Pani さんです。7月 26日撮影 

 

特別なお知らせ!! 

吉野 勝三郎 
利根川恵子メンが、埼玉新聞 7月 11日（土）一面に登

場しました。 

2002年 文部科学省が策定した、「『英

語が使える日本人』の育成のための戦略

構想」に応えて、さいたま市が取り組んだ、

小・中一貫英会話カリキュラムの事務局長

としての努力の内容が報じられたいます。 

さいたま市の広報によると、“文部科学

省が 6月 18日（木曜日）に公表した、令

和 7年度英語教育実施状況調査の結果

において、中学 3年生で CEFR A1レベ

ル（英検 3級）相当以上の割合が全国平

均 54.6%のところ、さいたま市は 34.3ポ 

 

イント上回り、88.9%で 7回連続全国 1位となりまし

た。”とあります。 
https://www.saitama-np.co.jp/articles/205768/postDetail 

川越ワイズメンズクラブの逸材として今後もますますの

活躍を祈念します。 

 

ＹＭＣＡ報告 

河合今日子 

川越センターでは、今年の夏も 200名近くの子ども達

が夏の特別プログラムに参加しました。利根川太郎さんに

は、子どもの学習サポートのお手伝いもいただきました。

ありがとうございました。 

毎年子ども達は楽しみにしてくれているのですが、最近

では「今度はこんなことをしたいな～」「こういうのできる？」

などと提案してくれるこどもが増えてきました。これからも子

ども達ひとり１人の声を大切にしながら、期待に応えられる

活動を作っていきたいと思います。 

 

【2026年 熊本地震 救援・復興支援募金のお願い】 

 報道の通り、熊本の復興に向けてボランティアの受け入

れなどが始まっていますが、YMCA同盟の募金活動に加

え、今後埼玉 YMCAでは独自の募金活動を近日中に行

う予定です。情報配信まで今しばらくお待ちください。 

 

 編集後記 
 8月 2日にインドから帰国しましたが、訪問先は夏が過

ぎ、雨期に入っていたので、日本の方が暑い感じでした。

皆さん、どうぞくれぐれもご自愛ください。熊本地震の被災

者のことも思います。山本剛史郎さんは川越キングスガー

デンから熊本に派遣されて、同地滞在中と思います。世

界的にも多くの自然災害が報告されています。環境問題

が大きな課題です。ワイズの国際会長の提唱するブルー

ミュージックに注目しましょう。 

 今月の「希望の鐘」をお届けします。どうぞご覧ください。

五十嵐ご夫妻からも原稿をいただきました。感謝します。

その他の原稿を送ってくださった皆さんに感謝します。 

 (KY) 

https://www.saitama-np.co.jp/articles/205768/postDetail

